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エネルギー流束の導出 

• コロナ加熱問題（ここでは特に波動加熱）： 
磁気エネルギーをどこで散逸させるか 

– エネルギー流束を観測的に求めたい 

• 構造の揺れやドップラー速度、輝線幅など 

 
数値実験を元に、 
 ①観測を模倣する像合成を行う 
      ー 波動のダイナミクス 

 ②エネルギー流束の性質を調べる 
  － 必要な時間空間分解能 



2.5D MHD Model 

• コロナループのMHDモデル(冷却・熱伝導込） 

• Alfven波（1km/s）注入によりコロナ生成 
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ループに沿った物理量 
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像合成 

• EUV画像 

– Fe IX 171Å(logT=5.8) 
Fe X 184.5Å（logT=6.0）を使用(Chianti) 

– 空間分解能0.27” 

– 時間分解能2秒×16スリットスキャン 

 

○ ２Dシミュレーションなのでスラブからのエミッションを考える 
○ ループの重なりはとりあえず考慮しない 

ただし、、、 



Fe IX 171A Image 

Fe IX 171.07A : Chiantiを用いて計算 



Fe X 184A Image 

Fe X 184.54A : Chiantiを用いて計算 

Fe X Intensity [ergs/cm2/s/sr/102km] 



Synthetic EUV Image 

Time Distance Diagram 

• aa 

ΔX=0.27”,Δt =2sec 

ループを横切る方向 ループに沿った方向 



Energy Flux@15Mm 

 
Fmean=3.5x105 erg/cm2/s 



Intensity Bias 

• 輝度が高いイベント
が検出され易い 

 

 

 

– R > 0.7 ：過大評価 

– 0.2<R<0.7：過小
評価 

検出限界のイベントの輝度/最大輝度 

R= 
検出限界のイベントの輝度 

最大輝度イベントの輝度 

(R) 

真の平均 



Temporal Resolution 

• 数値実験を 
「観測」するのに
必要な時間分解能 

• ある時間分解能Δt
のガウシアンで畳
み込んだ物理量
（V,B）を使って 
エネルギー流束を
求める 

真の平均 

畳み込みに使ったガウシアンの時間幅 

[sec] 



Spatial Resolution 

• 数値実験を 
「観測」するのに 
必要な空間分解能 

真の平均 

畳み込みに使ったガウシアンの空間幅 



まとめ 

• 数値実験を元にX線像、EUV像を合成した 

– ループ中に複数のスレッド 

– 波動のダイナミクス 

• 数値実験の観測に必要な分解能を概算 

– 最大輝度イベントの輝度の２割以下 

– 時間分解能10秒でエネルギ流束の５割検出可 

– 空間分解能0.1”でエネルギ流束の５割検出可 
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原さんのスライドより 



 

原さんのスライドより 



Synthetic X-ray Image 

time distance diagram 

 

ループを横切る方向 ループに沿った方向 

ΔX=0.27”,Δt =10sec 


